
ゅうどう

れるのであるが，この際十分な水切りを行わぬため多量の水を

含んだまま愉送される。気温が高ければ浴頭に到着するまでに，

水はl伝聞き戸のすき聞をとおって排出されるが，冬期にあって

は低温のため排出しきれぬ前に凍結し，貨車の個Ij板にそって厚

い凍結胞ができる。凍結層の厚さは場所により ， また炭極によ

り呉なるが， 20 -30 cm に達することはめずらしくない。凍結

腐の状態は写真

に示すとおりで

あるが，これは

氷と石炭の細粒

とが混合したも

のであり，きわ

めてねばりつよ

いもので，かな

り大きな衝態カ

を与えなければ

破砕されない。

この凍結した

石炭を絞jl~ した

貨車が港頭に到 石段凍結問

着すると，石炭の取在11 しはきわめて困難な仕事となる。石炭の

取卸しは高架筏橋上あるいはカー ダγパ上で行うが， いずれに

しても固くねばい凍結屈を人力で破砕しなければならない。カ

ー ダンパで貨車を転倒すると中心部の未凍結炭は落下するが，

凍結炭は貨車の内壁面に固く付着していて落下しない。付着炭

の量は 2-3t が普通で，少し条件が思いと 5 t 近 くなることも

ある。この取卸しには 15-20 分，凍結のはなはだしいものでは

1 時間以上を要することもある。この人力取創l作業の聞はカー

ダンパは停止しているのであるから，能力低下は明らかである。

この対策としては凍結した石炭に外部から熱を与えて氷をと

かし， :l:'t IIIの側板との縁を切る方法が考えられる。従来各極の

方法が試みられたがつぎに簡単に説明する。融炭装置の最初の

ものは， :l:'t l巨をカンパスで援し、，車の下側面にそ っ て蒸気管を配

置し，管にあけた穴から蒸気を噴出させるとしづ簡単なもので，

ある程度の効果は上ったが，能力が小さく，かつ蒸気の消費量

が大きいためあまり使われなかった。っき.に現われたのは微粉

t誌を用いる融炭装置で，昭和 16 年貨車 2 雨を収容する試験装置

を作り，翌 17 年室I品ト小樽両駅に 10 両収容できるものを作った。

構造は ミノレ式の微粉炭燃焼装置て・石炭を燃し，燃焼ガスに空気

を混じて温度を下げたものを送風般によって融炭庫に導き，貨

111の底に吹きつけるものである。融炭1時間は30分で蒸気式にく

らべて燃料政は約んこなり，石炭肺H時間は米融炭のものに く
1 1._=':: らべてー~ーに短縮する。この装置は一応成功したものの，操
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作困難その他の理由で使用されなくなった。

昭和25-26年にコークススト ー 7'を使った簡単な融炭装置が

試みられた。これは貨準の下に一両当り 6 側のコークススト ー

ブを置き，送風機により送風しながら燃焼させ高熱の熱ガスで

貨車を加熱するものである。これは簡単な装位であるが，効力

はきわめて大きく 30 分の加熱で耳時11時聞は 5-10 分となった。

操作に手聞がかかるのが欠点である。

昭和28年に現在使用していQ融炭裟慨が室蘭駅に設置された。

これは重ìlllを燃料とするものでつぎのような特長をもっている

(次図)。

1 送風様を燃焼炉の手前に置き，燃焼ヵ・スは圧送されるた

め， 燃焼ガスは高温になってもさしっかえない。

2 燃焼室の周囲を低温の空気が遜るため熱損失が少ない。

融炭庫説明図
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3 貨車の下方から吹き上げられた燃焼カ'スは貨車に熱を与

えながら上列するが，天じ ょ うから吸い出されて送風般により

燃焼室にもどり ， 廃熱の回収をはかる。

4 熱");スの喰出口の大きさは調節でき ， 会長にわたり均一

な視度を得る。:l:'t車の下部は温度が上りにくし、から，別の口か

らガスを吹きつける。

5 噴出ガスの温度記録計をつけ，警報装{置もつけた。

収容能力は 10 両，融政H寺聞は 25-30 分. 1 丙当り重油消革~

i辻は約 30kg， [止出ガス混ll{は 300-350
0

C である。

この装置はIIB和 28 ・ 29 年の冬期に詳細な突地試験が行われ，

融自民した石炭車の取卸時間(カ ー ダンパにおける)は 2-3 分で

すむものが多< . 特に凍結のはなはだ しいものを加えても ， 平

均 5 分に満たない時間で取卸を完了することが判明し，融炭裟

位としてきわめて効果的て。あることがわかった。

高血炭装置は諸外国にもその例はあまり多くな く ，アメリカ で

使用しているものも，線路間にピットを作り ， 耐火れんがで内

狼りし，重泌lを燃して熱ガスおよびれんがからの締射 (ふくし

ゃ)により ， 底関戸を加熱する簡単なものである。(井田緑朗)

ゅ うどう 誘導 (英) pilot ing , guiding 特殊の信号繊の信号

現示または入換合図によ って列車を導くことをいう。列車が安

全に運転できるためには，運転する区間の支障の有無を，必ず

信号僚の現示する信号をもって機関士に指示しなければならな

い。したがって湯内信号畿の防護区威内に列車がある場合に他

の列車を停車場内に進入させる必要のあるときには， 誘導信号

軽量に誘道信号を現示して列車を誘導することとしているし，ま

た構内運転において使用する入換信号僚が故障の場合に，列車

または車両を移動させる必要のあるときには， 入担具合図によっ

て誘導することとしている。

Jli雨入換は作業を主として考えているので， 機関士は必ず操

車掛の入換合図により誘導されて動くことにされているが， 後

|刻111の入出区等途中解給作業のない定例的のものは，この誘導

を省略してもさしっかえないので， 告書|羽士が単独で運転しでも

よいことを認めている。これを誘導省略または無宮署員陣 といい，

現在家構内定E転の名称をつけている。(三和逮忠)

ゅ う どうがかり 誘導掛 僚関区・電車区・気動車区におかれ
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